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なり常識的なものかもしれませんが、とりあえず次の 2 点を思いつきます。 






































































































































                                                        
4 ちなみに、日本では、歴史教育学を含む社会科教育学の専門研究者が集う学会としては、日本社会科教
育学会・全国社会科教育学会があります。なぜ 2 つあるのかは、業界（の公然の）秘密です。 








































































史学哲学（philosophy of historical science）すなわち「歴史学を対象とする科学哲学」です。
応用科学哲学の一領域ともいうべき歴史学哲学なんてものが存在するのか否か、歴史学哲
学者なるひとびとがいるのか否か、ぼくにはわかりません。ただし、たとえば経済学の領
域をみると、経済という事象・営為そのものを対象とする経済哲学（philosophy of economy）
以外に、経済学を分析・議論の対象とする経済学哲学（philosophy of economics）が存在す
ることに気づきます。経済学に在るのですから、歴史学に在っても不思議ではありません。 
 高大連携というテーマに戻れば、いかなる高大連携が適切かを考えるに際しては、歴史
関連知識を伝達する際の認知メカニズムのありかたを確認しておく必要があります。まず
もって、これが事前作業となるでしょう。 
 
 歴史教育における高大連携に関するぼくの意見をまとめると、 
①あるべき高大連携ひろくは歴史教育を考えるにあたっては、知識伝達の市場モデルを採
用し、消費者・需要者たる生徒・学生をもアクターとして設定する。 
②日本における歴史関連知識の伝達に際して機能する「納得の構造」を認知メカニズムの
次元で確認する。 
③歴史教育の目標を確定し、明示する。 
という 3 つの前提作業が必要ではないか、ということになります。これらは「言うは易く
行うは難い」類の要求ですが、頭の片隅に入れておいても損はない……ぼくはそう思って
いますが、いかがでしょうか。 
